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1. 平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第1四半期 28,090 △10.3 358 △90.0 312 △92.1 160 △93.5

22年3月期第1四半期 31,302 △1.1 3,583 △35.7 3,929 △38.0 2,467 △33.1

1株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり 

四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第1四半期 3 72 ― ―

22年3月期第1四半期 57 06 ― ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第1四半期 155,246 86,734 55.9 2,005 76

22年3月期 153,077 88,700 57.9 2,051 09

(参考) 自己資本 23年3月期第1四半期 86,723百万円 22年3月期 88,683百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 22 50 ― 22 50 45 00

23年3月期 ―

23年3月期(予想) 22 50 ― 22 50 45 00

3. 平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
(％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 56,000 △13.6 500 △93.5 500 △93.4 250 △94.5 5 78

通 期 114,000 △10.2 1,500 △86.7 1,700 △85.9 900 △87.0 20 82



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.4 「2. その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ― 社 (            )  除外  ― 社 (            )

(注)  当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(注)  簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 有

(注)  「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表
作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期1Ｑ 45,029,493株 22年3月期 45,029,493株

② 期末自己株式数 23年3月期1Ｑ 1,792,492株 22年3月期 1,792,401株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Ｑ 43,237,024株 22年3月期1Ｑ 43,237,858株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第1四半期連結会計期間における世界経済情勢は、アジアの新興国においては力強さが認められる

ものの、欧州をはじめとする先進国では金融危機を起因とした財政赤字などの影響によって景気回復が

足踏み状態にあります。さらに、ユーロ不安を契機として再び円高傾向が続いており、当社にとって引

き続き厳しい事業環境となりました。 

このような経済情勢の中で、当社は利益の回復を最重点課題として、生産工程におけるコスト削減や

技術に独自優位性のあるセグメントの拡大に注力しましたが、需要が一層低迷したことに加えて、前第

3四半期後半より低下した製品単価の改善が未だ途上であることの影響もあり、業績の回復には至りま

せんでした。 

こうした事業展開の結果、当第1四半期連結会計期間の業績は、売上高は280億90百万円(前年同期比

10.3%減)、利益面では営業利益は3億58百万円(前年同期比90.0%減)、経常利益は3億12百万円(前年同期

比92.1%減)、当第1四半期純利益は1億60百万円(前年同期比93.5%減)となりました。 

  

セグメント別の業績を示すと、次のとおりです。 

産業資材部門 

産業資材部門は、プラスチック製品の表面を加飾する技術を柱とする部門です。プラスチックの成形

と同時に転写を行う“Nissha IMD”は、ノートパソコン、携帯電話、自動車(内装)、家電製品などに広

く採用されています。 

当第1四半期連結会計期間においては、先進国向けの需要が低迷したことなどにより、売上高は120億

98百万円となりました。 

  

電子部門 

電子部門は、精密で機能性を追求したタッチ入力ディバイス“Nissha FineTouch”を中心とする部門

です。グローバル市場で、携帯電話、携帯ゲーム機、デジタルカメラなどに採用が拡大しています。 

当第1四半期連結会計期間においては、先進国向けの高機能製品の需要が低迷したことに加え、製品

単価の改善が十分に進んでいないことなどの影響から、売上高は114億14百万円となりました。 

  

情報コミュニケーション部門 

情報コミュニケーション部門は、お客さま企業の広報宣伝・販売などのコミュニケーション活動全般

をトータルにサポートするセールスプロモーションや商業印刷、ならびに美術印刷物をはじめとした出

版印刷のほか、文化財のデジタルアーカイブ製作も手がけています。 

当第1四半期連結会計期間においては、特に主力の商業印刷分野で国内景気低迷に伴う企業の広告費

の削減などの影響を受け、売上高は44億97百万円となりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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当第1四半期連結会計期間末における総資産は1,552億46百万円となり前連結会計年度末(平成22年3月期

末)に比べ21億69百万円増加しました。 

流動資産は741億76百万円となり前連結会計年度末に比べ21億67百万円増加しました。主な要因は、た

な卸資産が38億78百万円増加したこと等によるものです。 

固定資産は810億70百万円となり前連結会計年度末に比べ1百万円増加しました。主な要因は、設備投資

により有形固定資産が24億20百万円増加した一方、時価評価により投資有価証券が23億68百万円減少した

こと等によるものです。 

当第1四半期連結会計期間末における負債は685億12百万円となり前連結会計年度末に比べ41億35百万円

増加しました。 

流動負債は547億20百万円となり前連結会計年度末に比べ15億4百万円増加しました。主な要因は、支払

手形及び買掛金が28億39百万円増加したこと等によるものです。 

固定負債は137億92百万円となり前連結会計年度末に比べ26億31百万円増加しました。主な要因は、設

備投資によりリース債務が増加したこと等に伴い、その他固定負債が25億28百万円増加したこと等による

ものです。 

当第1四半期連結会計期間末における純資産は867億34百万円となり前連結会計年度末に比べ19億66百万

円減少しました。主な要因は、その他有価証券評価差額金が13億77百万円減少したこと等によるもので

す。 

  

キャッシュ・フローの状況の分析 

当第1四半期連結会計期間末における連結ベースの現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ、5億5百万円増加し、259億79百万円となりました。 

  

当第1四半期連結会計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は42億68百万円となりました。これは主に当第1四半期連結会計期間に

減価償却費を24億32百万円計上したこと等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は29億90百万円となりました。これは主に当第1四半期連結会計期間に

有形及び無形固定資産の取得として29億99百万円を支出したこと等によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は9億69百万円となりました。これは配当金の支払いにより8億94百万円

を支出したこと等によるものです。 

  

通期の業績予想につきましては、最近の業績動向や景況感を踏まえて見直しを行った結果、平成22年

5月13日に公表しました業績予想を修正しております。 

詳細は、本日(平成22年8月4日)付で別途開示いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照ください。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

(特有の会計処理) 

①税金費用の計算 

税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算し

ております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

①「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

当第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年

3月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年3

月31日)を適用しております。 

これにより、税金等調整前四半期純利益は80百万円減少しております。なお、営業利益及び経常利益

に与える影響は軽微です。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は81百万円で

す。 

  

②たな卸資産の評価の方法の変更 

当社において、従来、製品の評価方法は個別法によっておりましたが、このうち産業資材部門の加飾

フィルム製品については、当第1四半期連結会計期間より移動平均法に変更しております。この変更

は、統合基幹業務システム（ERP）の導入を機に、期中における製造費用の一時的な変動による在庫評

価への影響を排除し、より適正な期間損益を算定することを目的として行ったものです。 

なお、この変更による損益への影響は軽微です。 

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成22年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,001 26,479

受取手形及び売掛金 24,884 25,661

商品及び製品 7,921 3,193

仕掛品 6,295 8,047

原材料及び貯蔵品 3,379 2,476

繰延税金資産 2,100 1,881

未収消費税等 － 3,086

その他 2,897 1,504

貸倒引当金 △303 △322

流動資産合計 74,176 72,008

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 23,949 24,614

機械装置及び運搬具（純額） 18,251 19,260

工具、器具及び備品（純額） 1,820 1,772

土地 8,209 8,197

リース資産（純額） 3,643 86

建設仮勘定 1,154 676

有形固定資産合計 57,029 54,609

無形固定資産

のれん 160 175

ソフトウエア 4,430 －

ソフトウエア仮勘定 213 4,745

その他 140 361

無形固定資産合計 4,945 5,282

投資その他の資産

投資有価証券 13,134 15,502

その他 6,805 6,519

貸倒引当金 △844 △844

投資その他の資産合計 19,095 21,177

固定資産合計 81,070 81,068

資産合計 155,246 153,077
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（単位：百万円）

当第1四半期連結会計期間末
(平成22年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年3月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,571 23,731

短期借入金 10,736 10,650

1年内償還予定の社債 7,000 7,000

未払法人税等 412 1,453

賞与引当金 2,822 1,801

役員賞与引当金 17 59

設備関係支払手形 3,180 2,692

資産除去債務 51 －

その他 3,928 5,827

流動負債合計 54,720 53,216

固定負債

退職給付引当金 6,494 6,420

資産除去債務 29 －

その他 7,268 4,739

固定負債合計 13,792 11,160

負債合計 68,512 64,377

純資産の部

株主資本

資本金 5,684 5,684

資本剰余金 7,355 7,355

利益剰余金 71,270 72,082

自己株式 △2,314 △2,314

株主資本合計 81,996 82,808

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,639 7,016

為替換算調整勘定 △912 △1,142

評価・換算差額等合計 4,726 5,874

少数株主持分 10 17

純資産合計 86,734 88,700

負債純資産合計 155,246 153,077
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(2) 四半期連結損益計算書

【第1四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
至 平成21年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年6月30日)

売上高 31,302 28,090

売上原価 24,511 23,743

売上総利益 6,791 4,346

販売費及び一般管理費 3,207 3,987

営業利益 3,583 358

営業外収益

受取利息 26 15

受取配当金 283 252

固定資産賃貸料 － 147

為替差益 34 －

その他 61 55

営業外収益合計 406 471

営業外費用

支払利息 56 41

投資有価証券評価損 － 98

為替差損 － 371

その他 4 7

営業外費用合計 60 517

経常利益 3,929 312

特別利益

固定資産売却益 2 3

貸倒引当金戻入額 61 37

役員賞与引当金戻入額 34 －

国庫補助金 59 －

特別利益合計 157 40

特別損失

固定資産除売却損 25 8

固定資産圧縮損 59 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 80

特別損失合計 85 88

税金等調整前四半期純利益 4,001 264

法人税等 1,535 109

少数株主損益調整前四半期純利益 － 154

少数株主損失（△） △1 △6

四半期純利益 2,467 160
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第1四半期連結累計期間
(自 平成21年4月1日
至 平成21年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成22年4月1日
至 平成22年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,001 264

減価償却費 2,114 2,432

のれん償却額 14 14

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,112 1,021

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △76 △42

退職給付引当金の増減額（△は減少） 68 71

投資有価証券評価損益（△は益） － 98

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △20

受取利息及び受取配当金 △310 △268

支払利息 56 41

為替差損益（△は益） 17 △16

固定資産除売却損益（△は益） 22 4

売上債権の増減額（△は増加） 1,915 876

たな卸資産の増減額（△は増加） △367 △3,834

仕入債務の増減額（△は減少） 878 2,676

その他 2,396 1,967

小計 11,802 5,285

利息及び配当金の受取額 304 266

利息の支払額 △40 △23

法人税等の支払額 △4,345 △1,258

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,721 4,268

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △545 －

有価証券の償還による収入 199 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,907 △2,999

有形及び無形固定資産の売却による収入 7 9

投資有価証券の取得による支出 △2 △3

貸付けによる支出 △3 △1

貸付金の回収による収入 3 3

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,248 △2,990

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,979 43

長期借入金の返済による支出 △41 △18

リース債務の返済による支出 △4 △99

自己株式の取得及び売却による収支 △0 △0

配当金の支払額 △918 △894

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,014 △969

現金及び現金同等物に係る換算差額 187 197

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,674 505

現金及び現金同等物の期首残高 22,761 25,473

現金及び現金同等物の四半期末残高 30,436 25,979
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当第1四半期連結累計期間(自 平成22年4月1日 至 平成22年6月30日) 

該当事項はありません。 

  

前第1四半期連結累計期間(自 平成21年4月1日 至 平成21年6月30日) 

当社グループは、一般的な印刷物の製造・販売並びに印刷技術の応用展開による特殊な印刷物及び関

連機材の製造・販売を主な事業としております。全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占

める一セグメントの割合がいずれも90%を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略

しております。 

  
  

前第1四半期連結累計期間(自 平成21年4月1日 至 平成21年6月30日) 

 

  

 【海外売上高】 

  前第1四半期連結累計期間（自 平成21年4月1日 至 平成21年6月30日）  

 

（注）1 国又は地域の区分方法は、地理的近接度によっております。 

2 海外売上高は当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域に対する売上高です。 

3 各区分に属する主な国又は地域は以下のとおりです。 

アジア：東アジア及び東南アジア諸国 

欧州：ヨーロッパ諸国 

米州：米国、中南米その他 

4 従来、「北米」として表示しておりました米国その他の地域は、南米での売上高が発生したことに

伴い、当連結会計年度より地域名を「米州」と変更しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

日本 アジア その他 合計 消去又は全社 連結

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高 30,610 5,147 1,255 37,013 (5,710) 31,302

営業利益又は営業損失 3,426 393 (7) 3,812 (228) 3,583

（注）1 国又は地域の区分方法は、地理的近接度によっております。 

    2 日本以外の区分に属する主な国又は地域は以下のとおりです。 

     アジア：東アジア及び東南アジア諸国 

      その他：ヨーロッパ諸国及び米国その他

アジア 欧州 米州 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 17,675 576 2,573 20,824

Ⅱ 連結売上高(百万円) ─ ─ ─ 31,302

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合(％) 56.5 1.8 8.2 66.5
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【セグメント情報】 

(追加情報) 

当第1四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年3月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年3月21日)を適用しております。 

  

1.  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

当社は、本社に製品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取り扱う製品・サービスについて

国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

従って、当社は事業本部を基礎とした製品・サービス別セグメントから構成されており、「産業資

材」「電子」及び「情報コミュニケーション」の3つを報告セグメントとしております。 

「産業資材」は加飾フィルム・金型・成形加工品の製造・販売をしております。「電子」は入力ディ

バイスの製造・販売をしております。「情報コミュニケーション」は販売促進向けや出版印刷分野の製

品・サービスを企画・製造・販売しております。 

  

2.  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第1四半期連結累計期間(自  平成22年4月1日  至  平成22年6月30日) 

(単位：百万円) 

 
  

(注)1 「その他」の区分は不動産事業、人材派遣事業等です。 

2 セグメント利益の調整額△1,611百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用等が含ま

れております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

3 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第1四半期連結累計期間(自 平成22年4月1日 至 平成22年6月30日) 

該当事項はありません。 

報告セグメント
調整額 
(注)2

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)3産業資材 電子

情報コミ
ュニケー
ション

その他
(注)1 計

売上高

外部顧客への売上高 12,098 11,414 4,497 80 28,090 ― 28,090 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 98 ― ― 462 561 (561) ―

計 12,196 11,414 4,497 542 28,651 (561) 28,090 

セグメント利益又は損失(△) 2,002 208 △ 296 55 1,969 (1,611) 358 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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